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第１回自殺対策推進会議



ライフリンク清水

ライフリンクの取り組みと本会議で検討すべき議題

【今年度における取り組み】

◆「声なき声に耳を傾ける自殺実態１０００人調査」

自殺のない「生き心地のよい社会」を築くために、自殺で亡くなった人たちの「声なき声」に

耳を傾けて自殺の実態を明らかにし、社会的な総合対策の立案につなげていくことが目的。自

死遺族支援と連動させるため、遺族支援団体や遺族、弁護士や医療関係者などと協力しながら、

昨年６月より全国に展開している。

東京大学経済学部２１世紀プログラム CEMANO との共同調査であり、昨年９月には中間報告とし

て１００人分の調査結果を発表した。今年度末までに３００人を、来年度中までに１０００人

分をまとめる予定でいる。調査結果は本会議にも提出し、社会的対策立案のために役立てたい。

◆「自死遺族支援全国キャラバン」（実行委員会事務局）

自殺対策基本法の柱でありながら著しく立ち遅れている自死遺族支援をテーマにしたシンポジ

ウムを、４７すべての都道府県で開催して回る大規模プロジェクト。自殺総合対策という新し

い枠組みの下、基本法が理念として掲げる「生き心地の良い社会」を目指して、内閣府と連携

して取り組んでいる。（これまで開催した都府県は３２。年度内には４７都道府県すべてを回り

きる予定。）

「全国キャラバン」の開催を通じて、滋賀や西多摩、神奈川や佐賀、三重や沖縄などで「自死

遺族のつどい（準備会）」が立ち上がり、その他の地域でも官民連携が進んでいる。「全国自死

遺族総合支援センター」の設立にもつながり、全国的な自死遺族支援の底上げが図れている。

◆ 啓発活動（常に実務と連動させながら実施）

昨年一年間で、、、 ▼新聞掲載およそ２９０回（全国紙が約３割）

▼テレビ＋ラジオ出演およそ４０回

▼雑誌およそ３０回

【本会議で検討すべき議題】

◆ 「自殺実態１０００人調査」の結果を社会的な対策へ

自殺総合対策においては、人を自殺に追いやっている要因を明らかにして、それらに対して対

策を講じていくということになっている。「１０００人調査」から見えてくる結果を速やかに対

策につなげていけるようにしたい。

◆ 検死官制度について

自殺対策の視点からも、検死制度の見直し議論を行っていきたい。

◆ 国の啓発戦略について

警察統計の出し方や自殺予防週間の啓発について、より効果的な方策を議論していきたい。










